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数種裂頭条虫における胚鉤の立体像，とくに分類

形態基準としての有用性について

矢崎誠一

(昭和57年４月８日受領）
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査電子顕微鏡（SEM）およびノマルスキー微分干渉顕微

鏡によって胚鉤の立体像の観察を行い，種鑑別上の有効

性について検討した．

裂頭条虫類は成虫体に硬組織を欠き，固定の条件に応

じて形態に種々の変化を生じやすく，その鑑別同定のた

めの基準を設定することが極めて困難である．従って裂

頭条虫類の鑑別は成虫体における形態的特徴のみにたよ

ることは危険であり，幼虫期，成虫期を通じその形態的

観察のみならず生化学的，生物学的特徴などをも加えた

総合的な観点に基づく比較検討が必要である．

裂頭条虫類における胚鉤についてはVogel(1930）が

Ｄ功/MZo6orM…Ｚａｍｍについてそのプロセルコイド

の発育に関する報告の中で詳細な観察を行っている．鉤

は裂頭条虫類においてはコラシジウムからプロセルコイ

ドにわたっての幼虫期に共通して認められる硬組織であ

る．

鉤は光顕下において容易に観察され，水中を遊泳する

コラシジウム体内でその進行方向とは反対側（後極）に

普通対をなして偏在している．胚鉤を裂頭条虫類におけ

る鑑別基準として用いるこころみは，Hilliard（1960）お

よびFraser（1960）によって行われ，その後Bylund

(1975）は，Malmberg（1956,1970）が扁形動物の研究

において用いた標本の作製法および位相差顕微鏡による

観察法を参考に，コラシジウムをカバーグラス下で圧迫

し，３対の鉤を同一平面におくことで詳細な観察を可能

にした．Bylundはこの方法によって北欧淡水産裂頭条

虫４種，，．〃t"、，，．〃７ｃｍ"'"，Ｄ・ｃＪｅＭ７〃c"'７２，

，.Uoge〃について検討し，胚鉤がこれら裂頭条虫の分

類学的同定基準となりうることを報告した．しかしなが

ら位相差顕微鏡下に観察される鉤の形態は立体的でない

ため，鉤を構成する各部の微妙な特徴をとらえることに

は限界がある．著者は４種の裂頭条虫，ＳＰｉ７ｏｍｅＺγαｅｒｉ‐

〃ace/，Ｄ秒/by"o6orM"ｍｓｐ．（チカ由来)，Ｄ・Ｚα'…

（日本人体例)，Ｄ・Zａｍｍ（フィンランド産）について走

材料および方法

コラシジウム：マンソン裂頭条虫（Spi7o'７Ｊe〃αｅ７ｉ‐

"αcei）はシマヘビ（mZP舵ｑ"αａｒｉｕｉ７ｇａｔｑ)よりえられ

たプレロセルコイドをﾉﾄ犬に感染，成熟させ，糞便内虫

卵を23Ｃ’８日間培養，光刺激で孵化させ，同じメデイ

ウムでｌ～２日培養したコラシジウムを用いた．

チカ（HyPomes"ｓノ”o"ic"s）由来の裂頭条虫（Ｄｉ‐

P/,y"o6otM""zspinditerminable)は，北海道より入手

したチカ寄生のプレロセルコイドをハムスター（Meso‐

cγica,１ｓα"γａｔz`s）に感染させた．成熟後糞便内の虫卵

排出を確認，解剖してえた成熟虫体の成熟片節子宮内卵

を採取した．

日本産広節裂頭条虫（DiP/MZo6otM"ｍＺａＺ""z）は，

９歳の男子患者より駆虫剤投与後排出した虫体成熟片節

子宮内卵を採取した．

フィンランド産広節裂頭条虫はフィンランド産バイク

(ESC工Ｚ"c〃）よりえられたプレロセルコイドを日本人

に感染させた．感染後糞便内よりえられた虫卵を採取し

た．以上各虫卵は，２０Ｃ，１０日間培養し，光刺激にて孵

化させ，同じメディウムで’～２日間培養したコラシジ

ウムを用いた．

光顕標本の作製：各コラシジウムは培養後約４Ｃ下

(冷蔵庫）に数時間冷置した．その後，容器底に膨化して

沈んだ材料をピペットで吸い上げスライドグラス上に滴

下，位相差顕微鏡およびノマルスキー微分干渉顕微鏡に

て油浸下で観察した．観察時カパーグラス下の水分をろ

紙で静かに吸い取り，３対の鉤が同一平面上に並んだ時

点で周囲をセメダインホワイトで密閉した．鳥取大学医学部医動物学教室

（８９）
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ＳＥＭ標本の作製：各コラシジウムは培養後４Ｃ下に

て１日冷置，容器底に沈んだコラシジウムをピペットに

て採取，試験管に移した．さらに５～６ｍｌの人工胃液

(蒸留水100ｍ1,塩酸0.7ｍ1,ペプシン0.19）を加え，２６Ｃ

下で１～２日間放置，その間数回攪枠した．軟組織を消

化させた試料は蒸留水にて数回洗浄，管底に沈んだ鉤を

ピペットで採取，直径１ｃｍの円形マイクロスライド上

に滴下した．スライド上の試料は適当な温度下で水分を

蒸発させた．光顕にて鉤の存在を確認した後，蒸着は施

さず,試料台平面を電子線軸に直角に装着し,日立S-450

型走査電子顕微鏡を使用し,加速電圧20ｋＶで観察した．

柄とからなる．鉤柄の鉤刃への接続部は種および鉤対に

よってくびれのみられる頚部が形成されることがある．

鉤刃の基部は鉤鍔を形成し，鉤刃の湾曲する側に突出し

ている．各対の一般的特徴を示すと，第３対は全体にも

っとも強靱な外観を呈し鉤鍔が良く発達し，鉤刃は鋭く

深く湾曲しその先端は下方に向く．鉤柄の頚部は一般に

細くくびれる．第２対は全体に頑丈な外観を呈し鉤鍔は

第３対についで発達しているが，鉤刃末端部で急激に細

くなり湾曲は３対の中でもっとも浅い．頚部のくびれは

著明でない．第１対は全体に繊細な外観を呈し，いずれ

の種においても各対の中でもつとい､さい．鉤鍔は小さ

く，短い半球状突起をなすものがある．鉤刃の湾曲は第

３対より小さいが，第２対より深くゆるやかに湾曲し，

先端は鋭利に斜め上方を向いて終る．頚部のくびれは著

明でない．これら各対の鉤の中，特に第３対の鉤刃から

鉤鍔への移行部の形態，鉤刃，鉤柄の接続部位および鉤

鍔の鉤柄に対しての傾きには種による形態的特徴が認め

られる．

結果

胚鉤の基本形

釣はコラシジウムの後極に３対すなわち合計６本の

配列がみられ，前後軸に対して各鉤は左右対称に並ぶ

(Figs、１a～b，２a～b)．観察したものの中にはこれら鉤

が対をなさず，７本，８本からなるものもみられる

(Figs、１c，２c）鉤は中央から第３対，第２対，第１対

(Hilliard,1960）と呼ぶ．鉤を構成する各部位は,Ｔａｅｌｚｉａ

についてHall（1919)が用いた名称に従って鉤刃(Blade）

鉤鍔（Guard)，鉤柄（Handle）とした．ＳＥＭにおける

これら各部位の特徴をFig.３に示した．鉤は先端が鋭

く鎌状に湾曲する鉤刃と鉤の背部に垂直をなして付く鉤

ＳＥＭによる観察結果

ＳＥＭ像においては鉤柄の基部に数条の溝および鉤鍔

部に凹凸の形状や突起状の構造が認められた．これらの

形状はいずれもVogel（1930）が図示している鉤の１筋

線維付着部と一致している．観察した胚鉤の各種の形態

的特徴について述べる．

マンソン裂頭条虫(Figs､4-1～9-111）：全体に他種に比

較して小形である．各部位のＳＥＭ像における計測値に

ついてはフィンランド産広節裂頭条虫と比較した（Fig.

４，Tableｌ）．各鉤の全長の計測結果は第３対が最大で

平均7.68±0.48ｌｕｍ，第２対は6.98±0.52/、，第１対は

もっとも小さく6.65±0.34皿である．マンソン裂頭条

虫の胚鉤は各対とも今回観察した他種裂頭条虫とはかな

り異なった特徴をもつ．第３対は鉤鍔が鉤柄と直角をな

し，鉤刃背側と鉤柄とが垂直に接続する．鉤柄頚部のく

びれは認められず，鉤刃の先端は鉤鍔のそれを越えな

い．第２対は鉤鍔が鉤刃と鋭角をなす．鉤柄頚部のくび

れがわずかに認められる．第１対は小さく鉤刃が鋭利に

斜め上方にゆるやかに湾曲して終る．鉤鍔は短く湾曲せ

ず突き出る．

チカ由来の裂頭条虫(Figs､10-1～15-111）：マンソン;裂

頭条虫を除いて他２種（日本産およびフィンランド産広

節裂頭条虫，以下他２種と略す）とはかなり近似する

が，鉤刃，鉤鍔，鉤柄の微細形態およびそれらの相対的

位置関係に特徴を認める．第２．３対が強靱な外観を呈

Ｆｉｇ．３Basicmorphologyofhookbyscanning

electronmicroscopy(Ｂ：blade，Gguard，Ｎ：neck

regionofthehandle，Ｈ：handle，Scale＝0.5β、)．

（９０）
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鉤鍔がよく発達している．全体像は縦長で鉤柄は他種に

比較して相対的に細い．鉤柄頚部はチカ由来種程著明で

はない．鉤刃基部から鉤鍔への移行部は鉤柄と鋭角をな

してひとたび下方へ向い，鉤鍔先端に近い部分で急激に

上方に屈曲する．従って鉤刃の体部が他種に比較し縦長

の傾向を呈する鉤刃の末端は鉤鍔のそれより先に出

る．第２対はもっとも頑丈な外観を呈する．鉤柄は３対

のうちでもっとも太い．鉤刃の基部の幅はチカ由来およ

びフィンランド産広節裂頭条虫に比較して狭い．鉤柄頚

部はやや細くなる．第１対は鉤柄と鉤鍔との接続部位が

明瞭でない．鉤刃の先端は鋭利でゆるやかに湾曲して終

る．鉤鍔は短く湾曲せず突き出る．チカ由来種およびフ

ィンランド産広節裂頭条虫に比較して小形である．鉤刃

基部の幅は他の２対と同様に比較的狭い．

フィンランド産広節裂頭条虫(Figs､22-1～27-m）：第

３対が他対に比較して強靭な外観を呈する．鉤刃，鉤鍔

は他種と同様にもっともよく発達する．鉤刃の湾曲度は

チカ由来種と日本産広節裂頭条虫の中間に位置し，鉤刃

の全体像は日本産広節裂頭条虫のものより丸みをおび

る．鉤刃の基部の幅は広く，鉤刃の先端は鉤鍔のそれよ

り前に出る．釣柄頚部のくびれは日本産広節裂頭条虫に

比較して顕著なものが多い．第２対は全体として前２者

に近似するが，鉤刃の基部がチカ由来種と同様に日本産

広節裂頭条虫より広い．鉤柄頚部はやや狭細となる．第

１対はチカ由来種および日本産広節裂頭条虫に比較して

頑丈な外観を呈する．鉤刃の基部の幅はチカ由来種と同

様に広い．鉤鍔は上向きに突き出る．鉤柄頚部はほとん

どくびれがみられない．

日本産広節裂頭条虫胚鉤の位相差顕微鏡による観察

(Figs.’a～c）：各鉤は中央に第３対，中間に第２対，最

外側に第１対の順に配列する．中には鉤の数が６本以上

で対をなさない例もみられる（Figslc，２c)．しかしこ

れらはいずれかの対の形態に属している．各鉤の測定値

13町

ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｌｅｎｇｔｈｏｆｈａｎｄｌｅｌｅｎｇｔｈｏｆｂｌａｄｅ

Ｆｉ９．４ＤｉｍｅｎｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅｈｏｏｋｓｉｎＤ・Ｊａｍ"ｚａｎｄ

Ｓ・Ｅ７ｉ"αCCZ．

し，第１対は他対に比し小さい第３対は鉤刃の湾曲が

深く，その先端は鉤鍔の先端に向って終る．鉤鍔は他２

種より発達する．鉤刃と鉤鍔の先端は鉤軸からほぼ等距

離に位置する．鉤柄と鉤刃との接続部位は鉤刃体部の中

央ないしそれより上方にあり，鉤刃の鉤柄軸に対する傾

きが大きい．鉤柄の頚部のくびれは著明である．第２対

の鉤刃は鉤鍔と軽く鋭角をなし，鉤柄頚部は一般にやや

狭小になっている．第１対は他対に比し繊細であり，鉤

刃先端が鋭利で斜め上方にゆるやかに湾曲して終る．鉤

刃と鉤柄との接続部位は不明瞭で，鉤刃の基部は第２対

と同様に幅が広い．

日本産広節裂頭条虫(Figs､16-1～21-m）：第３対が最

大で，第１対がもっとも小さい．第３対は他種と同様に

ＴａｂｌｅｌＤｉｍｅｎｔｉｏｎｓｏｆｈｏｏｋｓｉｎｔｗｏｄｉphyllobothriidcestodes

lsthookpair 2ｎｄｈｏｏｋｐａｉｒ 3rｄｈｏｏｋｐａｉｒ

1 1．ｂｌ Ｌｂｌ 1 Ｌｂｌ

Ｄ・Ｚａｒｚ(〃Z ４．３±０．４８

(5.0-3.9）

２．８±０．１５

(3.0二2.4）

１０．８±０．５６

(11.5-10.1）

６．７±０．３４

（7.1-6.3）

４．２±０．１８

(4.4-4.0）

2.9±０．３８

(3.1-2.3）

１１．０±０．５２

(11.7-10.5）

７．０±０．５２

（7.7-6.7）

４．１±０．２０

(4.4-3.9）

２．６±０．２６

(3.0-2.4）

１１．２±１．０８

(12.6-10.1）

７．７±０．４８

（8.3-7.1）

Ｓ、ｃﾉｰ/"αCCZ

Ｍｅａｎ±ＳＥａｎｄ（range）givenｉｎ／ｌｍ
ｌ＝ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｏｆｔｈｅｈｏｏｋＬｂｌ＝lｅｎｇｔｈｏｆｔｈｅｂＩａｄｅ

（９１）
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Ｔａｂｌｅ２ＤｉｍｅｎｔｉｏｎｓｏｆｈｏｏｋｓｉｎｔｗｏｓｔｒａｉｎｓｏｆＤ・Ｊａｍ"Z

Japan Ｆｉｎｌａｎｄ

ｌｂ
ｐ
ｄ

ｌ
Ｌ
ｗ
ｗ

１０．７±0.44(10.0-11.3）

４．６±0.46（4.0-5.3）

１．８±0.29（1.5-2.0）

１．７±0.28（1.3-2.0）

11.7±0.07(10.5-12.3）

４．３±0.03（4.0-4.8）

１．７±0.03（1.3-2.3）

１．９±0.03（1.5-2.3）

lsthookpair

12.1±0.39(11.3-12.5）

４．５±0.33（4.0-5.0）

２．３±0.21（2.1-2.7）

２．０±0.30（1.6-2.3）

13.0±0.07(12.0-14.3）

４．５±0.06（3.8-5.3）

２．５±0.04（2.3-3.3）

１．７±0.02（１．５－２．０）

Ｌｂｌ

ｗ・Ｐ

ｗ.．

2nｄｈｏｏｋｐａｉｒ

ｕ
ｐ
ｄ●
●

ｌ
Ｌ
ｗ
ｗ

]２．２±0.47(11.3-12.7）

５．０±0.29（4.6-5.3）

２．８±0.24（2.4-3.0）

２．０±0.19（1.7-2.3）

13.0±0.06(12.0-13.8）

４．７±０．０４（4.3-5.3）

２．９±0.04（2.3-3.5）

２．２±０．０３（1.8-2.5）

3rｄｈｏｏｋｐａｉｒ

Mean±ＳＥ、ａｎｄ（range）givenｉｎ／,ｍ
ｌ＝ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｏｆｔｈｅｈｏｏｋＬｂｌ＝ｌｅｎｇｔｈｏｆｔｈｅｂｌａｄｅ
ｗＰ.＝ｐｒｏｘｉｍａｌｗｉｄｔｈｏｆｔｈｅｂｌａｄｅｗ.．.＝ｄｉｓｔａｌｗｉｄｔｈｏｆｔｈｅｂｌａｄｅ

Ｔａｂｌｅ３Ｒｅｌａｔｉｖｅｄｉｍｅｎｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅｄifferent

hookpartsinD．Ｚα〃"ｚｓｔｕｄｉｅｄ
とにおいて位相差顕微鏡とＳＥＭ両者の短所を補うこと

ができる．各像において特に鉤鍔の立体像，鉤柄の鉤刃

への移行部の立体像での特徴が観察される．第１対にお

いては鉤鍔の半球状突起としての特徴が位相差顕微鏡と

比較して明瞭である（Figs・la～c，２a～c)．鉤柄末端に

時に認められる球部も比較的明瞭に認められる（Figs、

2b’２c)．

Japan Finland

Ａ４２．３

Ｂ２．５３：１

3６．５

２．５６；１
lsthookpair

Ａ３７．４

ＢＬ９４：１

3４．６

１．７８：１
2ｎｄｈｏｏｋｐａｉｒ

考察
Ａ４Ｌ３

ＢＬ８３：１

3６．５

１．６６：１
3rｄｈｏｏｋｐａｉｒ

裂頭条虫類の成虫体は硬組織を欠くので，分類学的基

準を成虫体の形態のみにおいた分類にはかなりの限界が

ある．その後，成虫体のみでなく，たとえば幼虫期の組

織学的比較（Kuhlow，1953)，中間宿主の魚種，生息場

所などの特異`性（Rausch，1954）が提唱され，さらに近

年では成虫体可溶性蛋白の等電点分離によるパターン

の差（BylundandDjupsund，1977)，幼虫期の鉤の形態

的特徴（Bylund，1975）などが検討され，種鑑別のため

の基準に関する研究が大きく前進した．著者は，幼虫期

の鉤について，これまでの位相差顕微鏡の観察において

は限界の感ぜられた立体的構造上の特徴をノマルスキー

微分干渉顕微鏡およびＳＥＭによって観察し，Bylund

(1975）の提起した鉤の分類学的基準をさらに発展させ

る目的で検討を加えた．Ｔｈｏｍａｓ（1947）は数種の裂頭

条虫について鉤の全体長計測値に相異があることを述べ

ているが，鉤細部の形態的特徴については追求していな

Ａ＝ｌｅｎｇｔｈｏｆｂｌａｄｅａｓａｐｅｒｃｅｎｔａｇｅｏｆｔｏｔａｌ
ｈｏｏｋｌｅｎｇｔｈ

Ｂ＝lengthwidth(proximal)ratiooftheblade

をBylund（1975）のフィンランド産広節裂頭条虫の計

測結果と比較した（Tables２，３）これらの計測結果の

比較から示される日本産広節裂頭条虫の特徴は鉤の全体

長が各対ともフィンランド産に比較して小さいことにみ

られる．また鉤刃の全体長に対する割合が大きい傾向を

示す．distalwidthは第１，２対においてフィンランド

産種より小さく，第３対においてフィンランド産種より

大きい．proxymalwidthは第１対において大きく，第

２，３対において小さい．

日本産広節裂頭条虫胚鉤のノマルスキー微分干渉顕微

ﾐ鏡による観察（FigS2a～c）：コラシジウムに配列する

胚鉤の全体像を立体的にとらえることができるというこ

（９２）
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い、Fraser（1960）はイギリス産裂頭条虫４種について

鉤の種による形態的特徴を示し，それらが同定基準にな

りうることを報告している．しかしFraserの用いた種は

同定が不確実で（Bylund,1975)，また３対の鉤の間での

形態的相異には触れておらず，第３対と思われる鉤の特

徴についてのみ論じているHilliard（1960）はアラスカ

産11種の裂頭条虫についての鉤の形態的検討を行ってい

る．観察されたうち，４種の裂頭条虫（Ｄ・Za7zCeo/α”加，

Ｄ・ＣｏｒａａＺ"、,，.〃γどれ"",DiPZogo"OPOγ"ｓＭａｅ"o‐

pterae)についてはその第２，第３対の鉤，特に鉤鍔の種

による特徴を述べている．しかし全体としては，同一種

同一片節内卵に由来する材料においてもかなりの変異が

あることを指摘し，胚鉤を同定基準とすることには異論

を唱えている．その後Bylund（1975）は，Malmberg

(1956,1970）が扁形動物の観察に用いた方法と技術に

よって，位相差顕微鏡による胚鉤のより詳細な観察を可

能にした．Bylundはそれらの観察方法に基づいて，北

欧産４種(，．Ｚａｔ""，，．〃γどれ"，"，，．‘e"α了倣迦加，

Ｄ・uogeZi）についての胚鉤の種的特徴を明らかにした．

特に第３対における形態的特徴，全体長に対する鉤刃長

の比，鉤刃の長さと幅の比においての種的特徴に評価を

あたえている．しかし，位相差顕微鏡における観察はあ

くまで平面的な観察であり，Bylund（1975）が種的特性

の１つとして強調している鉤を構成する各部およびそ

の関連（鉤刃と鉤鍔の形，鉤柄に対する鉤鍔の角度，鉤

刃末端部の形状，鉤刃への鉤柄の接合部位，鉤刃，鉤

柄外観の強靱`性）における微細な特徴を観察するには

限界がある．著者はノマルスキー微分干渉顕微鏡およ

びＳＥＭを使用することによってそれらの特徴を立体

的にとらえることを可能にした．ノマルスキー顕微鏡に

おける観察は，日本産広節裂頭条虫のみについて行った

にすぎないが，位相差顕微鏡に比較して鉤鍔の立体的特

徴，鉤柄の鉤刃への移行部などがかなり明瞭に観察され

る．一方ＳＥＭにおいてより明らかにされた点は鉤柄の

釣刃背部に接続する位置，鉤刃の鉤鍔へ移行する部位の

屈曲度，鉤鍔の立体的全体像，鉤柄頚部のくびれの程

度，さらに筋組織接合部位の微細形態などである．第

２，３対の鉤鍔にみられる凹凸の構造はBylund（1975）

が筋組織付着部の結合組織と考えている突起の一部と

も思われるものであるが，Collin（1968)，Swiderski

(1973）らが報告している鉤を構成している物質の内層，

外層の成分の違いから脱水時に生じた変化とも考えられ

る．著者はさらにフィンランド産および日本産広節裂頭

条虫について胚鉤に関する形態的比較を位相差顕微鏡お

よびＳＥＭ像において検討した．

ＳＥＭにおける観察結果をまとめると，両者の相異点

は３対の各鉤において認められる．一般に鉤を構成する

各部位の形態的特徴はフィンランド産広節裂頭条虫にお

いてはむしろチカ由来種に近似し，３種のうちでは日本

産広節裂頭条虫において他２種との相異点が多い．第３

対においては鉤刃，鉤鍔を含む全体像が日本産広節裂頭

条虫では縦に長く，湾曲が浅いのに対して，フィンラン

ド産広節裂頭条虫では湾曲が深い．また日本産種におい

ては鉤刃から鉤鍔への下行部が急峻で鉤鍔そのものは短

く急に上方に突き出る．フィンランド産種においては鉤

刃の基部の幅が広く，強靱な外観を呈する．鉤柄は日本

産種において全体に細く，従って頚部のくびれは著明で

ない．これらの微細な形態的特徴から第３対における鉤

の全体像はフィンランド産種に比較して日本産種が繊細

な外観を呈する．第２対においては全体像は近似する

が，鉤刃の基部の幅が第３対と同様フィンランド産種に

おいて広い．第１対においては鉤鍔に特徴がみられる．

日本産種においては短く半球状の突起をなすが，フィン

ランド産種においては樹枝状をなし，先端は上を向く．

さらに著者の今回の位相差顕微鏡における計測結果によ

っても長谷川ら（1980）の新潟人体例についての報告と

同様にフィンランド産種に比較して全体長が小さく，全

体長に対する鉤刃の長さの比が大きいことなどが日本産

種において指摘できる．フィンランド産および日本産広

節裂頭条虫においては成虫成熟片節やプレロセルコイド

の組織学的形態観察においても若干の相異が指摘されて

いる（加茂，1978)．両者の異同については発育史，成虫

体の蛋白構成の検討など目下課題として検討されてお

り，今後の成果が期待される．

今回の観察を通じて各観察方法にはそれぞれ長所短所

があり，胚鉤形態の分類学的基準としての応用には，こ

れらの方法を総合的に用いることの必要性が明らかとな

った．特に近似種においてはＳＥＭにおける立体的微細

構造の観察は意義が大きい．しかしＳＥＭにおける観察

では標本が限られ，同一コラシジウム内での各対相互の

形態的比較は現段階では不可能である．この点ノマルス

キー顕微鏡は両者の短所を補う長所をもっている．従っ

て観察材料の作製が精巧に行なえれば有効な観察方法と

いえる．

（９３）
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結語

１）裂頭条虫類胚鉤の形態をノマルスキー微分干渉顕

微鏡，ＳＥＭによってはじめて立体的に観察した

２）マンソン裂頭条虫の胚鉤の特徴は初めて明らかに

されたものであるが，鉤の全体長，第３対，第２対にお

ける釣鍔，鉤刃の形態などの特徴によって他と容易に区

別された．

３）チカ由来の裂頭条虫，日本産広節裂頭条虫，フィ

ンランド産広節裂頭条虫の胚鉤は互いに近似した形態を

示したが，第３対のＳＥＭ像において種的特徴が認めら

れた．

４）日本産広節裂頭条虫とフィンランド産広節裂頭条

虫の胚鉤については全体長が日本産において小さく，鉤

刃長に対する比は日本産において大きい点に差が認めら

れた．さらに第３対の鉤刃の湾曲度，鉤刃から鉤鍔への

移行部の形態，第１対の鉤鍔の形態に差が認められた．

５）裂頭条虫類の胚鉤のノマルスキー微分干渉顕微鏡

とＳＥＭの併用によってえた立体像を形態基準として分

類に用いることの有用性が示唆された．
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Abstract j
I

STUDIES ON THREE-DIMENTIONAL FEATURES OF EMBRYONIC

HOOKS IN SOME SPECIES OF DIPHYLLOBOTHRIIDS, WITH

SPECIAL REFERENCE TO TAXONOMIC SIGNIFICANCE

Seiichi YAZAKI

{Department of Medical Zoology, Tottori University School

of Medicine, Yonago City, 683 Japan)

The three-dimentional features of embryonic hooks were observed for the first time in some

species of diphyllobothriid cestodes by the use of the Normarski's microscope and the scanning

electron microscope.

The embryonic hooks of Spirometra erinacei, Diphyllobothrium latum from Japan, D.

latum from Finland and Diphyllobothrium sp. indet. (raised out of plerocercoids in the surf smelt

caught at Hiroo Bay in Hokkaido) exhibited respectively certain distinctive characteristics in their

features observed by scanning electron microscopy. Moreover, differences were also shown between

the two strains of D. latum, of which one from Japan and the other from Finland, in the total

length and the blade-length/total-length ratio by phase contrast microscopy, and in the blade-shape

of the third pair hooks and the guard-shape of the first pair hooks by scanning electron microscopy.

In conclusion it was demonstrated that the three-dimentional features of the embryonic hooks

are significant as one of morphological criteria in taxonomy of diphyllobothriid cestodes.

( 95 )
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灘i:溌蝋

ExplanationofFigures

Figs・ｌａ～c’２a～ｃＥｍｂｒｙｏｎｉｃｈｏｏｋｓｏｆＤわ/Ｍ/D6oZM""ＭａＺＷ",（fromJapan）

Scale=lqum la～ｃ：phase-contrastmicrographs

２a～ｃ：Normarski'smicrographs．

（９６）
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Figs､4-1～9-IIIEmbryonichooksofSPかo"ｊａｒａｅ７ﾉｱ!αcどｉ（scanningelectronmicrographs，

Scale＝0.5βｍ，Ｉ：firsthook，Ⅱ：secondhook，１１１：thirdhook)．

（９７）砧
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Figs、１０１～15-IIIEmbryonichooksofDjP/iy//o6oZ/ｉｒｉｚ`"'ゆ.（scanningelectronmicrographs，
Scale＝0.5/,、)．

（９８）
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Figs、16-1～21-IIIEmbryonichooksofDiP/１３ﾉ"o6otMI`"'／ａｔα"'（fromJapan）（scanningelectron
micrographs，Scale＝0.5/1ｍ)．

（９９）
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Figs、22-1～27-IIIEmbryonichooksolDiP/iJﾉ"o6oZM""ＭａＺＷ''１(fromFinland)(scanningelectron

micrographs，Scale＝0.5β、)．

(１００）




